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Ets 転写因子は、細胞の増殖、分化、生存などのさまざまな生命現象に関与しており、特に癌の悪性化を引

き起こすと考えられています。 
近年、Ets 転写因子である MEF（Myeloid ELF-1-like Factor）が、癌の悪性化に関与している因子（MMP-9、

IL-8）のプロモーター上に結合し、Ets2 の転写活性を抑制していることが明らかになりました。また、p53 等の癌

抑制遺伝子が通常、常染色体上にコードされているのに対し、MEF はその遺伝子が X 染色体上にコードされ

ており、その役割について注目されています。 
本抗体は、MEF の発現量調節機構の解明に寄与できるものと期待されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

抗 ヒト MEF ポリクローナル抗体 

 

容量 10µg（100µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.1mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ウサギにヒト MEF に対する部分蛋白を免疫し、得られた抗血清より、抗原アフィニティー
カラムにより精製。 

使用濃度  ウェスタンブロッティング：0.2～1.0µg/mL 

ウエスタンブロッティング 
 

Sample(cell lysate)： 
a  ヒト正常細胞 (HEK293) 

b  遺伝子導入細胞 (A549) 
 

研究指導: 
熊本大学大学院薬学研究部 先端生命医療科学部門 
分子機能薬学講座 遺伝子機能応用学分野 
甲斐 広文教授 
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